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報告 

日本財団法人新潟産業促進中心北京代表処 
（新潟市 北京事務所） 
中国北京市東城区建国門内大街１８号 

恒基中心 １号楼７０４室  〒100005 

TEL +86-10-6517-2460  FAX +86-10-6517-8687 

E-mail  bjniigata@niigata-ipc.or.jp 

URL  http://city.niigata.org.cn 
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「2010 年桜を観る会」日本大使公邸で開催 新潟市北京事務所が出展 

4 月 17 日、日本大使館、北京日本人会、中国日本商会が共催し、日系企業二十数社が

協賛した「2010 年桜を観る会」が北京の日本大使公邸で開催されました。会には、日本

留学経験者、日本での研修経験者、日中関係の仕事に携わる方等、数百人が招かれ、満

開の桜を観ながら交流を図りました。 

北京事務所は、中国に進出した県内企業ブルボン(中国名「波路夢」)さんと共同出展し

ました。ブースでは、新潟観光パンフや紙風船、ミニ凧の配布、ブルボン中国工場産お

菓子「プチシリーズ」の試食、新潟産日本酒の試飲、を通じて新潟を PR しました。 

日本大使公邸では、毎年、春の桜を観る会、秋の交流会が行われます。北京事務所は

2009 年秋の交流会の出展に続き二回目となります。 
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大使公邸で人が賑わう様子 

新潟ブースの様子 
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ロシア  １７５  －４７．１％ ２１３  －１０．７％ 

○ 経済回復を先導した０９年の新車販売 

１ 月   ７３万５０００台 

（前年同月比 －１４．４％） 

２ 月   ８２万７６００台 

（同     ＋２５．０％） 

３ 月  １１０万９８００台 

（同     ＋ ５．０％） 

４ 月  １１５万３０００台 

（同     ＋２５．０％） 

５ 月  １１１万９７００台 

（同     ＋３４．０％） 

６ 月  １１４万２１００台 

（同     ＋３６．５％） 

７ 月  １０８万５６００台 

（同     ＋６３．６％） 

８ 月  １１３万８５００台 

（同     ＋８１．７％） 

９ 月  １３３万台（同     ＋８３．６％） 

１０月  １２３万台（同     ＋７２．５％） 

１１月  １３４万台（同     ＋９６．４％） 

１２月  １４１万台（同     ＋９２．０％） 

○ その他の経済指標 

・０９年中央政府の財政収入 ６兆８４７７億元 

（前年比 ＋１１．７％） 

・０９年食糧生産高 ５億３０８２万トン 

（前年比 ＋０．４％ 史上最高） 

・０９年工業生産額 １３兆４６２５億元  

（前年比 ＋０．３％） 

・０９年建設業生産額 ２兆２３３３億元 

（前年比 ＋１９．２％） 

・０９年固定資産投資 ２２兆４８４６億元 

（前年比 ＋３０．１％） 

・０９年国民所得  

  都市住民１人当りの可処分所得 １７１７５元（前年比 

＋９．８％） 

  農村住民１人当たりの純収入   ５１５３元（同   

＋８．５％） 

・０９年末の外貨準備額  ２兆３９９２億ドル 

（前年比 ＋２３．３％） 

 

(左から神田・韓・林・関川) 

中国問題リポート 
 

 

中国経済、回復すれど道遠し 

前号リポートで、昨年の中国の成長率が８．７％で、念願の「保

８」（８％成長死守）をクリアしたと書いた。その後、中国国家統

計局は０９年の詳細な経済指標を発表したので、重要なものだけ拾

ってみる。 

  

○ ０９年各期成長率： 

第１四半期 ６．１％、第２四半期 ７．９％、第３四半期 ８．

９％、第４四半期 １０．７％ 通年 ８．７％ 

○ ０９年産業別成長率 

第１次産業４．２％（ＧＤＰ中の割合１０．６％）、第２次産

業９．５％（同４６．８％）、第３次産業８．９％（同４２．

６％） 

○ ０９年１級行政区成長率トップ１０ 

① 内モンゴル自治区１７．０％、②天津市１６． 

５％、③重慶市１４．９％、④四川省１４．５％、⑤広西チワ

ン族自治区１３．９％、⑥湖南省１３．６％、⑥陝西省１３．

６％、⑧吉林省１３．３％、⑨湖北省１３．２％、⑩遼寧省１

３．１％ 

○ ０９年輸出入状況 

輸出入総額    ２兆２０７３億ドル 

（前年比－１３．９％） 

うち輸出総額  １兆２０１７億ドル 

（同  －１６．０％） 

うち輸入総額  １兆  ５６億ドル 

（同  －１１．２％） 

○ ０９年対主要国・地域輸出入状況（億ドル） 

国・地域 輸出総額 対前年比増減率 輸入総額 前年比増減率 

ＥＵ  ２３６３  －１９．４％  １２７８ －３．７％ 

米国  ２２０８  －１２．５％   ７７４ －４．８％ 

香港  １６６２  －１２．８％    ８７ －３２．６％ 

ＡＳＥＡＮ １０６３ － ７．０％ １０６７ － ８．８％ 

日本  ９７９   －１５．７％  １３０９ －１３．１％ 

韓国  ５３７   －２７．４％  １０２６ －８．５％ 

インド  ２９７  －６．１％  １３７  －３２．３％ 

台湾   ２０５  －２０．８％ ８５７  －１７．０％ 
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【筆者プロフィール】 

西園寺 一晃（さいおんじ かずてる）氏  

１９４４年生まれ 

● 明治の元勲・公爵・首相・枢密院議長である西園寺公望氏を

曾祖父に持つ。 

● 西園寺公一（きんかず）氏（第一回参議院議員・日中文化交

流協会常任理事）の長男。 

● 北京大学経済学部卒業 

● 朝日新聞社に在籍中は，日中関係の調査研究室長などを歴任。

退職後も中国問題の調査、研究にあたる。 

● 現在工学院大学客員教授，北京大学客員教授，伝媒大学客員

教授，北京城市大学客員教授 

さて、温家宝首相は３月に開かれた全国人民代表大会（全人代）

で次のように述べた。 

「全国の各民族人民は、中国共産党の指導の下で、自信を固め、

困難に立ち向かい、粘り強く闘い、国際金融危機の衝撃に落ち着い

て対処し、世界に先駆けて経済回復を実現し、改革開放と社会主義

近代化建設において新たな、かつ重大な成果を収めた」。これは勝

利宣言である。 

 しかし、温家宝首相は一方で勝利宣言をしながらも、現在の中国

経済に対して、決して楽観していない。それは次のような発言から

も見て取れる。 

「中国の経済発展はとても速いが、地域間のバランスは取れてお

らず、基盤は弱い。本当に現在化を実現するにはあと１００年、あ

るいはもっと長い時間がかかる。・・・我々の社会には多くの不公

平が存在する。所得分配の不公平さ、司法の不公平さなどだ。我々

はこれらを重視すべきである。今後数年の道も平らではないだろ

う」。そして温家宝は戦国時代の楚の詩人宰相屈原の次の言葉を引

用して、悲壮感漂う自身の決意とした。 

「自ら信じる事ゆえ、九度死すとも悔いなし」。（全人代閉会後の

記者会見）。 

 世界に先駆けて金融危機を克服した中国の首相が、「現代化には

あと１００年かかる」と述べたことに対し、その意味をめぐり、学

者や国民の間では議論がある。「勝って兜の緒を締めよ」的な一般

的意味なのか、それとも中国経済には「重大な欠陥が存在する」と

本当に危機感を持っているのかである。 

 先ず、中国の経済回復は本物なのかという問題だ。数字が示す通

り、確かに中国経済の回復は目覚しい。０８年夏以降に金融危機の

大きな影響が出始めた中国経済だが、よく見ると決定的なダメージ

を受けたのは貿易だけである。そのうちの輸出は、これまで中国の

高度成長を牽引してきたわけで、輸出の急激な落ち込みは、中国経

済にとって大きな打撃であったことは間違いない。０９年を見る

と、１月から１０月まで、対前年同月比で２０％前後のマイナスが

続いた。ところが、１１月に入ると急速に改善し、ほぼ昨年並みに

回復した（前年同月比－１．２％）。そして１２月にはプラスに転

じた。２０１０年に入ってもこの傾向は続き、１月は１０９５億ド

ルで前年同月比＋２１．０％、２月は同９４５億ドルで＋４５．７％

だった。欧米、日本の景気がなお低迷している中、中国の輸出が急

速に回復してきたことは特筆に値する。中国の輸出の大半は欧米、

日本といった先進国向けだが、その多くは労働集約型工場で生産さ

れた食品、繊維製品、皮革製品、玩具、アクセサリー、雑貨などで

ある。これこれらの安価な商品は、先進国においてはすでに必要不

可欠なものとなっている。ぜいたく品なら買え控えするが、必需品

なら買わないわけにはゆかない。輸出の回復が本物である数字を挙 

げると、アジアから米国向けコンテナ貨物の０９年のシェアだが、

中国が６５．５％と圧倒的である。２位が韓国の４．７％、３位が

日本の４．５％である。造船でも０９年に中国は受注量（３５０万

ＣＧＴ）※、受注残とも世界１となった。（※標準貨物船換算トン

数）。工作機械生産額も、金融危機下、各国が苦戦する中、中国は

プラス８．９％（１０９億５０００万ドル）と健闘し、日本、ドイ

ツを抜いて世界１となった。 

一方で大規模な財政出動による内需拡大措置が取られ、効果が出

始め、その効果はこれからさらに拡大するだろう。他方で一番落ち

込んでいた輸出が急速に回復しだしたのである。中国経済が浮上し

ないはずがない。 

ただ中国の指導部が手放しで喜べないのは、急速な経済回復の影に

隠れているが、今回の金融危機で中国経済の構造的欠陥、アキレス

腱が見えてしまったからである。その意味で、前述の温家宝発言は

単なる「勝って兜の緒を締めよ」ではない。 

 温家宝が言うように、中国経済の抱える構造的欠陥は、一口で言

えば「不均衡」、「調和が取れていない」だ。格差（都市と農村、沿

海ベルト地帯と内陸部、一級行政区間、企業間など）、内需と外需、

経済発展と環境、エネルギー効率、貿易構造、国営企業と民営企業

など、さまざまな不均衡が存在する。さらに深刻さを増す腐敗現象、

二重戸籍問題も放置できないところまで来ている。もちろん胡錦濤

指導部は、二重戸籍問題に着手する決意を示したし、腐敗撲滅運動

を展開しているが、結果を出さなければ国民は納得しない。 

 経済回復を実現させた中国指導部は、休むヒマもなく複雑な、長

期的な戦いへと実を投ずることになる。（止） 

（３月２９日 西園寺 一晃） 
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事務所 

北京市東城区建国門内大街１８号 

恒基中心１号楼  ７０４室 

TEL +86(10)6517-2460/3340 

FAX +86(10)6517-8687 

http://city.niigata.org.cn 


